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履 歴 書  令和 年 月 日現在 

ふりがな  

氏 名  

 

生年月日（S・H）  年  月  日生 （満  歳） 

ふりがな  電話 

現住所 〒（  ‐  ） 

 

 

 

携帯電話 

 

ふりがな  ※上記以外に連絡を希望する場合のみ記入  

連絡先 〒（  ‐  ）※上記以外に連絡を希望する場合のみ記入  

 

 

(電話・携帯電話) 

 

e-mail アドレス  
 

(和暦)年 月 職 歴 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

写 真 

（３ヶ月以内に撮影 

したものに限る） 

〔４cm×３cm〕 
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(和暦)年 月 学 歴 

   

   

   

   

   

   

   

※ 学歴は、義務教育終了後から最終学歴までを記載してください。 

(和暦)年 月 賞 罰 

   

   

   

 

(和暦)年 月 資 格 ・ 免 許 等 

   

   

   

   

   

   

   

※ 資格・免許等は、具体的に記載してください（例：司法試験合格、税理士試験合格、公認会計士試

験合格、日商簿記検定○級、TOEIC L&R ○点、など）。 

(和暦)年 月 主な著書（共同著書含む）・論文・レポート等 

   

   

   

   

   

   

 

(和暦)年 月 資 格 登 録（該当する欄に記入してください。） 

  弁 護 士 登 録 （登録番号：        ） 

  税 理 士 登 録 （登録番号：        ） 

  公認会計士登録 （登録番号：        ） 

※ 上記の各士業については、資格証明書類（写し）を必ず添付してください。 
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勤務地の希望（いずれかにチェックしてください。） 

☐ 限定しない（どこでも可） ☐ 限定する 

 

※ 勤務地を限定する場合には、希望する支部・支所の「勤務可」欄（□）にチェックして

ください（複数選択可）。また、勤務地を限定する理由を、具体的に記載してください。 

支 部 ・ 支 所 勤務可 勤 務 地 を 限 定 す る 理 由 

札 幌 ☐ （例：親の介護のため、子の養育のため、など） 

 
仙 台 ☐ 

関 東 信 越 ☐ 

東 京 ☐ 

 横 浜 ☐ 

金 沢 ☐ 

名 古 屋 ☐ 

大 阪 ☐ 

 

京 都 ☐ 

神 戸 ☐ 

広 島 ☐ 

高 松 ☐ 

福 岡 ☐ 

熊 本 ☐ 

沖 縄 ☐ 

 

※ 任用期間について 

任用期間は原則３年間のところ、特段の理由がある場合には、任用期間を２年間とするこ

とを検討します。該当する場合、以下の欄にその理由を具体的に記載してください。 

（該当しない場合は空欄としてください。） 

（理由） 
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PC スキル 

文書作成ソフト 

（Word など） 

 

表計算ソフト 

（Excel など） 

 

その他 

 

 

趣味・特技・文化活動など 

 

 

健康状態 

 

 

〔アンケート〕今回の募集を何で知ったか、○を付けてください（回答任意・複数選択可） 

・審判所ホームページ ・審判所以外のホームページ 

 ※ どちらのホームページか記載してください。 

 （                ） 

・審判所のポスター・リーフレット ・各士業団体の会報・広報誌等 

 ※ 会報・広報誌等の名称を記載してください。 

 （                ） 

・審判所主催の講演会、説明会等 ・専門誌等 

 ※ 専門誌等の名称を記載してください。 

 （                ） 

・知人等からの紹介 ※ 支障のない範囲で具体的に記載してください。 

（                                  ） 

・その他 ※ 具体的に記載してください。 

（                                  ） 

 

  



（氏名）  

- 5 - 

 

【自己ＰＲ】 

自己ＰＲの記載に当たっては、専門家として培ってきた能力や実務経験について、国税審判官

に求められる標準職務遂行能力との関連を踏まえ、できるだけ詳細に記載してください。 

 そのほか、以下の事項がある場合には、その概要を記載してください。 

 １ 実務上作成した書面の種類・件数 

  （例：民事訴訟事件の準備書面、各種意見書・報告書、審査請求事件の反論書など） 

 ２ これまでに国税に関わった経験 

  （例：税務訴訟や不服申立への関与、国税に関する講演・研究報告等の実績など） 

 ３ 国税関係業務に対応するため行っている自己研鑽 

※ 適宜別紙（A４判用紙に限る）に記載して差し支えありません。  
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【志望動機】 

※ 適宜別紙（A４判用紙に限る）に記載して差し支えありません。  
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以下の事項について、該当・非該当のどちらかに○印を付けてください。 

１．日本国籍を有しない者 該当・非該当 

２．禁錮以上の刑に処せられ、その執行が終わるまでの者又はその刑

の執行猶予の期間中の者その他その執行を受けることがなくなるま

での者 

該当・非該当 

３．一般職の国家公務員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日

から２年を経過しない者 
該当・非該当 

４．日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主

張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者 
該当・非該当 

５．平成 11 年改正前の民法の規定による準禁治産の宣告を受けてい

る者（心身耗弱を原因とするもの以外） 
該当・非該当 

以上の記載事項について、誤りのないことを確認いたします。 

 

 

令和    年    月    日 

氏名                


